
令和 4年度 学校経営方針 

令和 4年度 丹波市立黒井小学校の学校経営方針について説明いたします。 

  国が日本の教育の向かうべき方向を次のようにまとめています。最上段が成果です。中段からが課題です。 

  大きく緑と青、赤の 3つのカテゴリーに分けられます。 

更なる対応が必要な課題

これから学校の向かうべき方向 参考：文部科学省

現在の学校指導体制
①教科指導、生徒指導、部活動指導等を一体的に行う「日本型学校教育」は、国際的にも高く評価される
大きな成果。

②世界トップレベルの学力を維持する一方、根拠・理由を示して自分の考えを述べること等に課題。
③義務標準法に基づく、主に標準的な授業時数に応じた算定による教職員配置。

次世代の学校

・グローバル化の進展、人工知能
（AI）の飛躍的進化に対応
・社会の加速度的な変化に適応
・将来の予測が難しい社会
・伝統や文化に立脚した広い視野
・未来を作り出していく資質・能力

・地方における過疎化の進行（学校
規模の縮小）

・地域社会の支え合いの希薄化（地
域の教育力低下）

・家庭の孤立化（地域コミュニティの
崩壊）

・格差の再生産と固定化
・特別支援教育の対象児童の増加
・インクルーシブ教育Ｓの構築
・いじめ、暴力行為、不登校、虐待
・児童を取り巻く課題の複雑多様化
・外国人児童生徒等の増加

・子供たちに向き合う時間を確保（業
務改善）
・質の高い授業（授業改善等）
・個に応じた重点的な学習指導

・これからの時代に必要な資質・能力
を保障

・特別支援教育の充実
・要支援児童へのきめ細かい支援
・外国人児童生徒への支援
・いじめ・不登校児童への対応
・一人ひとりが持つ能力を伸長
・安全で安心な学校

・「地域とともにある学校」への転換
・コミュニティ・スクールの充実
・学校と地域の連携・協働
・社会総がかりの教育を実現
・家庭教育の支援

   

丹波市教育方針 

 国の方向を受けまして、丹波市では、令和 4 年度以下のような目標を設定しました。「一人ひとりが未来の創り手」

となるように学びの充実、生徒指導の充実、地域社会との連携を重視しています。国の示す 3つのカテゴリーに色を付

けますと下図のようになります。 

令和４年度 丹波市教育方針
『地域に誇りを持ち、自分たちの未来を創る 人づくり』

「一人ひとりが未来の創り手に」

地域社会 未来社会 大人・子ども大人・子ども
「学校づくり」 「授業づくり」 「人づくり」

１．「主体的・対話的で深い学び」の充実
・授業改善推進会議による具体的方策の検討と校内研修の充実
・１人１台端末の「考える力を身につける活用」
・多様な他者と協働した「協働的な学び」の充実

２．子どもたちの学びを支える教育環境の整備充実
・第６次学校施設整備計画に基づく整備の推進
・通学路の安全対策（関係機関との連携）
・「丹波市学校給食運営基本計画（第３次）」を策定

３．教育支援センター支援体制の充実
・研修機能充実といじめや不登校の理解促進に向けた情報発信の強化
・臨床心理士を新規に配置し発達検査や教育相談を実施
・不登校児童生徒などの悩み相談への対応

５．「子どもたちに帰ってこいよと言えるまちづくり」に呼応し、郷土愛をはぐくむ教
育施策の展開
・「たんばふるさと学」や「アントレプレナーシップ教育」の実施
・「丹波竜化石工房」や「氷上回廊水分れフィールドミュージアム」などでの体験学習
・「地域から考える学びの未来会議」を実施

４．学校の働き方改革の推進
・教職員の心身の健康増進を図る学校閉庁期間延長
・保護者向けチラシなどの配布方法の電子化
・学校への勤怠管理システム導入に向けた協議

教育振興基本計画
第3期
2018年～

主体的に判断
多様な人との協働
新たな価値を創造

新学習指導要領
全面実施 2020年～

未来の創り手となるために
必要な「生きる力」の育成

６．コミュニティ･スクールの深化・充実
・「地域とともにある学校づくり推進フォーラム」や「コミュニティ・スクール連絡会」での
各校の実践交流による深化・充実
・地域学校協働活動推進員の増員
・各コミュニティ･スクールの熟議開催を促進

７．社会教育施設などのさらなる充実と連携
・「丹波竜化石工房」の拡張整備に着手
・地域の豊かな教育資源を学校教育にいかす「博学連携」の充実
・コロナ禍における「新しい生活様式」の試みのひとつとして、電子図書館サービスの提
供を開始

８．新型コロナウイルスへの対応
・児童生徒の健康･安全を最優先 感染防止対策を徹底した教育活動を展開
・学びをとめない体制の整備構築
・正しい情報に基づき、適切な行動が取れる学習や啓発の浸透

 



丹波市立黒井小学校学校経営方針 

丹波市の 8つの施策を本校の教育課題とあわせて、今年 1年間取り組むことを細かく設定しました。 

先にも述べました 3つのカテゴリーをここでも 3色で示しています。 

令和４年度の取組 丹波市立黒井小学校

令和４年度学校教育目標

地域に誇りを持ち、自ら学び、たくましく生きる子の育成
自らの人生を切り拓いていくための「学力」を育成するとともに

地域から学び、地域を愛する子どもたちを育成する

①多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝え

ることができることや②自らの思考や感情を律し、かつ、今後の成長のために進ん

で学ぼうとすること、③様々な課題を発見し、適切な計画を立ててその課題を人と

協力して解決することができること、④自らが果たすべき様々な立場や役割を踏ま

えて人のために行動することをとおして自身の成長を実感させていく教育の実践

①人間関係形成・社会形成能力 ②自己理解・管理能力

③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力

めざす子ども像

［地域に誇りを持つ］人とつながり地域を学ぶ ①②

［自ら学ぶ］自ら課題を見つけ、学び続ける ②③

［たくましく生きる］自他の命や人権を大切にする ④

（1）地域家庭との協働
①学校運営協議会の推進
・地域学校連携の推進
・協働活動の充実
※挨拶運動の取組

②家庭学習の充実
・タブレットPCの活用
・学習課題の個別化
・家庭との課題共有
・主体的な学びの推進
③学校情報の公開
・保護者メールの活用
・ホームページの充実
・学校・学年だより等の
充実
・学校評価の活用

（2）学力の育成
①「主体的・対話的で深
い学び」に向けた改善

・主体性を育む授業改善
・対話的な学びの充実
・言葉を大切にした学び
の充実

②情報活用能力の向上
・ＩＣＴによる個別最適化
・プログラミング教育の進
推
・情報モラル教育の充実
③特別支援教育の充実
・多様な学びの場の保障
・関係機関との連携
④外国語・外国語活動の推
進
・ＡLＴ校内研修の充実
・中学校や地域人材の活用
・ＩＣＴの活用
⑤キャリア教育の推進
・ふるさと学の推進
・キャリアノートの活用
・コミスクの活用

（3）豊かなこころ
①不登校未然防止の徹底
・不登校傾向の早期把握
・関係機関との連携
・教職員で情報共有
②いじめ・暴力ゼロ
・人権感覚の育成
・いじめアンケートの活用
・地域・家庭との連携
・異年齢集団活動の推進
③児童理解の推進
・特性や個性の理解の促進
・情報共有を推進
・虐待・ＤＶへの対応
④人権意識の醸成
・主体的な活動の推進
・地域・家庭との連携
・関係機関との連携
・多様性理解の推進
（4）健やかな体と体力
の向上
①体力・運動能力の向上
・体力運動能力調査結果の
活用
・個別の課題に応じた運動
能力の向上
②健康管理
・新型コロナウイルス感染
症対策の徹底
・学習時の正しい姿勢の定
着
③防災・安全教育の充実
・「備える」活動の推進
・「伝える」活動の充実
・訓練等の実施
④食育の推進
・学校給食指導の充実
・学校栄養教諭との連携
・地域人材の活用
（5）業務改善の推進
①超過勤務の縮減
②会議時間の短縮
③その他

教育方針『地域に誇りを持ち、自分たちの未来を創る 人づくり』

・学校・家庭・地域の理念の共通理解と協働を通して子どもたちをはぐくむ
「地域とともにある学校づくり」
・AIでは代替できない力やAIを使いこなす力をはぐくむ「主体的・対話的で
深い学びの視点に立った授業づくり」

・まちづくりを引き継ぐ未来の大人である子どもをはぐくむ人づくり

 

見える学力と見えない学力 

学力を考えるときに、「非認知スキル」という言葉がたびたび使われることがあります。テストの得点等では表せない

見えない学力のことです。 

㋐ひとの考えをよく聞き、自分の考えを発表できる。…人間関係形成力  

㋑初めてのことや苦手な事にすすんで挑戦できる。…自己管理能力  

㋒自主学習を続ける。授業に最後まで集中して取り組める。…課題対応能力  

㋓当番活動や係活動、掃除などみんなのために仕事ができる。…社会性・公共心  

これは、今、大切にされている「キャリア教育」の基礎的・汎用的能力とも通じています。また、「子どもに社会に出

るまでに身につけさせたいと考えること」（第１回 幼児期から小学１年生の家庭教育調査報告書）においても、人との関係づく

り（78.1％）…㋐と関連、タフな精神力（60.0%）…㋒と関連、将来進みたい領域に必要な知識（54.1%）・幅広い知

識や教養（49.3%）…㋑と関連、探求心や何かに没頭する経験（33.6%）…㋒と関連など、基本的な見えない学力（非

認知能力）が「基礎的・汎用的能力」と言われています。 

学力の下支えといわれるこのことを黒井小学校子どもたちに身につけさせていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 


